
◆◆ニホンジカ影響簡易チェックシートの概要◆◆

◆チェックシートによる調査の目的

ニホンジカによる森林への被害は深刻で
すが、その被害状況を把握することは、
森林は広大であることから非常に困難で
す。

これまで関東局では、ニホンジカによる
被害状況の把握を施業を行う人工林を対
象に実施してきましたが、被害状況は人象に実施してきましたが、被害状況は人
工林・天然林を問わず把握する必要があ
ります。

このため、ニホンジカによる被害につい
て、国有林内の被害状況を人工林・天然
林を問わず、網羅的かつ継続的に簡便な
方法により把握するため、本チェック
シートを作成し被害状況の把握に努めて
います。
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◆調査の方法
・森林管理署等の森林官等が現場へ出張し各種調査等で入林した際に、剥皮や下層植生等の食痕を
発見した場合、目視できる半径１０ｍ程度の範囲の状況を調査し、現地で本シートに記入します。
・記入したシートは森林管理署で回収し、森林管理局にてデータの集計を行います。
・植生の変遷を確認するため、被害のない箇所についても調査を行います。

シカの食痕
（樹皮を食べるため樹皮が残らない）

※森林総合研究所岡輝樹先生資料より

シカの歯形痕
（下あごの歯で樹皮を削り取る。クマと違い小刻み）

※森林総合研究所岡輝樹先生資料より



◆チェックシートによる調査のメリット
・専門的な知識がなくても誰でも調査が可能です。
・現場において5分程度で記入できるので、調査に労力があまりかかりません。
・請負によるモニタリング調査では、調査プロットの数が限られてしまいますが、チェックシート
による調査は、職員実行で調査を行うため、かなり多くのプロットの調査ができます。
・共通した項目について、広域での被害状況を把握できます。
・周囲の都県でも実施されれば、連携した被害状況の把握や対策が可能となります。
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シカの糞

シカ以外の糞



◆チェックシートでの調査により得られる成果
・広範囲でニホンジカの被害発生状況が把握できます。
・被害発生状況は、人工林だけでなく、天然生林の自然植生についても把握できます。
・ニホンジカの捕獲が、植生への影響を解消しているのかを検証できます。
・同一情報を広範囲に集めることで、データの共有化が容易となります。
・新たな被害の発生場所が全体的に判り、最新のニホンジカの動向が把握できます。
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ブラウジングライン（通称ディアライン）
（シカ生息の判断材料となります）

食痕なし

食痕あり

食痕なし
食痕あり



◆データの活用
・データの集計は技術普及課で行い、森林総合研究所の指導・助言等をいただき、分析・解析を
進めていきます。
・得られた成果は、各署等へ配付するとともに、民有林等の各機関へも配付します。
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ツノこすり痕（シカ・カモシカとも行う。カモシカの場合、体毛がついていることが多い）



◇チェックシートのデータを国有林ＧＩＳに取り込み図化した例

◆◆ニホンジカ影響簡易チェックシートの概要◆◆



◇チェックシートのデータを基に調査簿データを加え図化した例

◆◆ニホンジカ影響簡易チェックシートの概要◆◆


